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平成２６年度	 大学院４年制博士課程における 
自己点検・評価 

 

自己点検・評価 様式(平成 26 年度実施) 

大学名 広島国際大学 

 研究科・専攻名 薬学研究科・医療薬学専攻 

入学定員 2 名 

○ 入学者数、在籍学生数 

※入学のコースを別に設けている大学は、コース別に記載すること。 

※「旧4年制薬学部出身」は、平成17年度以前に薬学部に入学した学生を指す。 

 

・	 入学者数 

平成24年度: 3名 

内訳: 6年制薬学部出身 1名 (内社会人  名、留学生  名) 

4年制薬学部出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

旧4年制薬学部出身 2名 (内社会人 2名、留学生  名) 

薬学部以外出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

その他  名 

 

平成25年度: 2名  

内訳: 6年制薬学部出身 2名 (内社会人  名、留学生  名) 

4年制薬学部出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

旧4年制薬学部出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

薬学部以外出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

その他  名 

 

平成26年度: 2名 

内訳: 6年制薬学部出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

4年制薬学部出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

旧4年制薬学部出身 2名 (内社会人 2名、留学生  名) 

薬学部以外出身  名 (内社会人  名、留学生  名) 

その他  名 

 

・	 在籍学生数(平成26年9月29日現在) 7名 
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○	 「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシ

ー」と実際に行われている教育との整合性 
 

＜理念とミッション＞  

 本医療薬学専攻における教育は、『命の尊厳と豊かな人間性』を基本理念とする。この

理念に基づき、２１世紀の先端医学と高度医療を支える人間性豊かで幅広い視野を基

盤とする薬学研究者や、実践に益する臨床薬学・医療薬学の研究者・教育者、並びに高

度な研究能力を有する薬剤師研究者の養成をめざす。本専攻科では、丁寧できめ細か

な教育指導を基盤とし、社会的要請の強い実学教育を重視することにより、高度な専門

知識と問題解決能力、職業倫理と責任感、コミュニケーション能力、表現能力、研究能力

を培う。もって、人類の健康・福祉に貢献すると共に、医療薬学および創薬の学際領域

発展に寄与する人材を育成する。 

 上記の「理念とミッション」に従って、大学院の教育と研究を進めるよう努力している。

現在、４年制の大学院博士課程が開講されて３年目であるが、目的達成のため大学院

教員が協力し、ほぼ届出時の計画通り履行している。 

＜アドミッションポリシー＞ 

 本専攻では豊かな人間性、優れた倫理観を宿すことのできる素養を備え、真摯に勉学

に取り組み、地道な努力を積み重ねることのできる人を求める。さらに薬の専門家とし

て、薬学および臨床医療に関する幅広く高度な専門知識や技能を身につけ、創薬や先

端薬物療法の開発に関する高度な研究能力を有し、将来、薬剤師研究者や薬学教育

者として医療薬学に貢献したい人を受け入れる。本専攻における主な入学者は薬学部６

年制課程を修了した者であるが、他部局を卒業、修了した者も対象とする。そのため、本

専攻のカリキュラムには基礎からアドバンスまでの科目が連続性をもって配置されてお

り、多様な受入学生の教育に配慮している。 

 卒業論文概要を含む書類審査、学力試験および面接試験をもとに、「アドミッションポ

リシー」の資質を総合的に判定している。ほぼ届出時の計画通り履行している。 

＜ディプロマポリシー＞ 

 実践的で高度な医療・臨床系講義の実施とともに、最新の医療薬学関連研究の指導

により、優れた専門性と研究能力を有する薬剤師研究者、薬学研究者、および薬学教育

者を養成する。課程修了までに以下の要件を満たすこと。 

l 授業科目について所定の単位を修得する。 

l 博士論文の審査と口頭試験に合格する。 

l 課程修了の際、薬学領域の高度な知識と技能、優れた態度、国際的視野に立つ薬

学研究の実践的能力を身につけているかどうかも考慮する。  

l 規定の学術論文が査読付きの学術誌に公表されている。 

l 学会発表を複数回行っている。 

これら全てに合格した学生には、博士(薬学)の学位が授与される。 

＜カリキュラムポリシー＞ 

 本専攻のカリキュラムには、研究・臨床的意義やその使命について理解させるために
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必要な独自の科目群が配置されており、臨床現場にも視点をおいた高度な薬剤師研究

者や医療薬学教育者の養成を目的とする。さらに、広島国際大学は薬学部に加え、保

健医療学部、医療福祉学部、看護学部などを擁する医療系総合大学であり、関連学部

に特化した大学であるため、学生の特別研究を遂行する上で有益と判断される場合は、

他学部教員との共同研究を行うことも可能である。 

 本専攻の科目は、専門基礎、専修特論、専修演習、特設講座および特別研究から成

る。講義・演習を主体とする専門基礎は、高度な医療薬学教育への導入科目となり、本

専攻が目指す研究・臨床的意義やその使命について理解させる。専修特論では薬学と

関連する最新の学問を学ぶことができる。さらに所属研究室で行われる専修演習、特別

研究を通して、医療薬学への関心や専門的志向の向上をはかり、最新の研究課題に取

り組み、学会発表や論文作成について学ぶ。また特色ある「医療薬学特設講座II」では、

受け入れ医療機関における３ヶ月間以上の臨床研修プログラムが提供され、さらに受け

入れ医療機関における臨床的な研究課題を選定することが可能である。 

 以上の科目は全て、薬学関連の知識に不案内な学生でも段階的に学習できるように

配慮されている。 

 現在、上記のカリキュラムポリシーに従った教育、研究が行われている。各学年の学

生はカリキュラムポリシーに沿って必要な科目の単位を修得し、各テーマに沿って本学

あるいは受け入れ医療機関において、活発に研究活動や学会での発表等を行ってい

る。本学の本研究科には６年制薬学部を基礎とした４年制の博士課程のみ存在し、４年

制薬学部を基礎とした博士課程は存在しないため、差別化に関しての評価・点検は不

要と考える。 

・	 開設年度の自己点検・評価に記載した「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラ

ムポリシー、ディプロマポリシー」と、実際に行われている教育との整合性について、４年制薬

学部を基礎とした博士課程の教育課程との違いを明確にしつつ、自己点検・評価を行うこと。 

 

○	 入学者選抜の方法 
 

＜受験資格＞ 

➀．６年制課程（医学部、歯学部、獣医学の学部）を卒業した者 

②．外国において学校教育における１８年の課程(最終の課程は、医学、歯学、 

  薬学または獣医学)を修了した者 

➂．修士課程を修了した者（薬科学） 

➃．薬学以外の修士課程を修了した者 

➄．旧薬学教育課程の学部を卒業した者（学力認定※） 

➅．その他（学力認定）     ※ 大学院において、個別の入学資格審査により、6年制の大学を卒業した者と 

同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達したもの 

＜入学者選抜の方法＞ 

書類審査、筆記試験、および面接試問を実施し、それらの結果を総合的に考慮して合

否を判定する。入試には学内進学者入試、一般入試、 社会人入試の3つの入試区分が

ある。 

1. 書類審査［学業成績証明書、履歴書、論文の写しまたは学会発表歴（学会発表を

証するものと発表要旨記載）］ 
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2. 筆記試験 

外国語（英語）、専門科目（社会人入試のみ小論文）   

3. 面接試問 

入試委員に対して、卒業論文、修士論文、研究又は開発業務等の概要のいずれ

かの内容に関する口頭発表を行う。さらに「専門関連知識」等についての質疑応答

を行う。 

 本専攻での就学が可能な資質を有するか否かについて、「入学者選抜の方法」に沿っ

て十分に確認している。本専攻の入学者選抜の方法は、高度な専門知識と技能を有す

る薬剤師養成に必要な要素をカバーすると共に、薬剤師資格を持たない入学希望者の

選抜にも配慮したものとなっている。なお、研究活動をサポートする目的で、大学独自の

奨学金制度を設けている。 

 

○	 カリキュラムの内容 
 

	 本専攻では指導教員の専門性と社会的要請の多様化に応じて、医療薬学基盤研究

分野コース、医療薬学支援研究分野コース、および医療薬学研究分野コースを教育研

究上の３つの柱としている。このうち医療薬学研究分野コースは、近隣の中核となる３つ

の総合病院と連携し、臨床・講義研修が含まれ、より実践的なカリキュラムとなっている。

本専攻の科目は、専門基礎、専修特論、専修演習、特別研究、および特設講座から成

る。 

【専門基礎：６単位】 

 隔年ごとに開講。各専門分野の核となる基本的な視点・思考法を涵養することを主眼と

することから、１・２年次で受講させる。医療薬学支援研究分野から１科目、医療薬学研

究分野から２科目の計３科目（計６単位）の履修を義務づけている。 

【専修特論：８単位】 

 隔年ごとに開講。全９科目の中から４科目以上（計８単位以上）を選択し履修する。医療

薬学基盤研究分野、医療薬学支援研究分野、医療薬学研究分野からそれぞれ１科目、

さらに全研究分野から１科目を選択することとし、教育の内容が偏ることなく履修できる。 

【専修演習：４単位】【特別研究：１２単位】 

 大学院生は指導教員の研究講座に４年以上在籍し、修了要件を満たす所定の単位や

規定の論文数になるまで専修演習および特別研究を履修する。学位取得に必要な能力

を養い、高い専門性をもつ学問の修得が目的である。 

【特設講座：４単位】 

 上記３０単位に加え、特設講座から４単位の履修が要求される。特設講座に関しては

「医療薬学特設講座 Ｉ」と「医療薬学特設講座 II」がある。「医療薬学特設講座 I」では、

論文作成能力６０％、プレゼンテーション能力３０％、教育訓練活動１０％とし、英文論文

の内容と作成力、語学を含めた学会発表能力、報告書作成能力を評価する。「医療薬学

特設講座 II」では、論文作成能力６０％、プレゼンテーション能力２０％、教育訓練活動

１０％、連携する医療機関における３ヶ月（４８０時間）以上の臨床・講義研修の受講１０％

とし、英文論文の内容と作成力、語学を含めた学会発表能力、臨床における観察力・問

題提起力、報告書作成能力を評価する。特設講座は、学生の独自性や研究活動を刺激
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し奮起させるものであり、特色ある教育システムである。 

 本専攻のカリキュラムは、専攻設置の理念を達成するにふさわしい内容となってい

る。設置されている授業科目は、先端医学と高度医療を支える薬学研究者や薬学教育

者、並びに高度な研究能力を有する薬剤師研究者に必須の内容であり、博士課程で扱

う内容としてふさわしいものと考える。社会人受入れを促進する目的で、特論は平日の

６時限目あるいは土曜日を中心に開講している。また薬学部以外の学部出身者につい

ては、「医療に携わる人材」としての意識を促すためのカリキュラムも含まれている。な

お、カリキュラム関連資料として、『シラバス』、『教育課程等の概要』、『履修モデル』を

本評価書の最終ページ以降に追加した。 

 

・	 別途シラバス及び教育課程等の概要（別紙様式第2号）を添付すること。 

・	 履修モデルを添付すること。 

 

○	 全学生の研究テーマ  

 

 

 

 

 

・	  

 

	 

・	 一学生あたり３０字以内で記載すること。	 

 

○	 医療機関・薬局等関連施設と連携した教育・研究内容 
  

 本専攻においては実践的な教育の一助として、高度医療を実践している地域の総合

病院と連携し、臨床現場での実践的な臨床研修を行うと共に、将来的に認定薬剤師や

専門薬剤師の資格を取得するための一助となる教育・研究プログラムを提供する。連携

する医療機関は、以下の３病院である。 

（1）独立行政法人国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター 

（2）国家公務員共済組合連合会 呉共済病院 

（3）独立行政法人労働者健康福祉機構 中国労災病院 

 また履修科目として「医療薬学特設講座II」を履修する学生は、これらの総合病院にお

いて臨床現場での実践的な臨床研修プログラムを３ヶ月間以上履修する。本プログラム

は、患者情報を総合的に判断できるような技術を体験し、かつ養成するために、カンファ

レンスに参加できる機会を与えると共に、薬剤師のためのフィジカルアセスメントやポイン

トオブケア等の研修を提供する。さらに各医療施設独自の研修プログラムも用意されて

おり、基礎薬学から臨床薬学・医療薬学まで多様な専門領域における博士論文研究が

可能となり、博士論文の質と量を高めることが可能となる。 

・ミゾリビンのリン酸化体のリンパ球内 kinetics 

・腎障害時の血漿中 Uremic Toxin の蓄積と薬物の体内動態に及ぼす影響の解析 

・ルソグラジンマレイン酸による薬剤起因性糖尿病の予防効果 

・Alloxan 誘発糖尿病ラットにおける唾液腺機能障害と齲蝕発生の関連性について 

・腎障害ラットにおける ABC トランスポーターの発現、機能および薬物間相互作用の解析 

・血中濃度測定に基づいたダビガトランの有効性・安全性向上のための投与設計の検討 

・遷移状態解析に基づく新規タンデム反応の開発と創薬への応用	 
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 高度医療を実践している地域の３つの総合病院との連携体制を深め、共同研究に着

手している。臨床に密着した研究を推進するために、さらに研究指導体制を整備する予

定である。現在、連携する医療機関の現役薬剤師がD1，D3に在籍し、実際の臨床に直

結した実践的な研究テーマについて研究を継続している。 

・	 他職種との連携も含む。	 

・	 研究科又は専攻全体の教育研究活動と関連づけて具体的に記載すること。 

 

○	 学位審査体制・修了要件	 
 

 本専攻における学位審査体制および修了要件は以下の通りである。 

本専攻に４年以上在籍し、以下の修了要件を全て満たすこと。 

➀「専門基礎」から、必須科目６単位を修得する 

➁「専修特論」から８単位以上 

➂「専修演習」から４単位以上 

➃「特設講座」から４単位以上 

➄「特別研究」から１２単位の合計３４単位以上を修得すること。 

 これらの要件を全て満たした上で、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。博

士論文の審査及び最終試験では、教授、准教授で構成する大学院医療薬学専攻委員

会において、申請者本人が学位論文の要旨について説明し、質疑応答を行う。その際、

査読付きの学術雑誌に採択又は掲載された第一著者の英文の原著論文を１編以上、複

数回の学会発表のリスト、並びに博士論文の要旨を付して提出する。その後、大学院薬

学専攻委員会で最終判定を行い、合格と判定されることが学位授与の要件である。 

 現在、順調に単位修得が進行している。研究に関しては遅くともD2の４月までに「研究

テーマ」および「薬学研究科研究計画書」を提出、また研究の進捗状況を確認する目的

で、「進捗状況確認表」をD2, D3の４月に提出、さらにD3の９月には中間発表を行ったと

ころである。この中間発表は今後も継続する予定である。 

 

○	 修了者の進路の基本的な考え方（※新規事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・	 修了者の進路について大学がどのように考えているか、あるいは進路の開拓についての大学の

基本的な考え方等を記載すること。 

 本専攻を修了後の進路は以下のようなものが考えられる。 

1. 高度な医療薬学を修得した薬剤師研究者、専門薬剤師 

2. 薬学系教育に携わる教育者、研究者 

3. 医薬品開発に携わる薬剤師研究者 

4. 行政従事者 

	 修了者の進路は、学生本人の希望に合わせて決定されるものであるが、上記の様な

様々な分野で活躍できる人材育成を考慮して教育を行うよう心掛けている。	 
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添付資料１: シラバス 
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�
�
�
�ɣ

SƁǪŤOØ�ťȏɣ

@�̥Ʊǖ̡̠̒ʰ˝ʦʎʒɣ ʙʎʙʓɣƴǂ̥8Ȟ̡̠̒ˊǢ˟Ǫ
ŤOØ�ƄǸěŅˊɃʼ˟ĐăˌÔ�ˣƲ�ʺʦdƛSǪ
pˌ";OØˌȐȬƚʦXˁʦj]ʦ@°ʦ�ȒʦñŃˊɃ
ʼ˟İĬ˚Âɓw�ˌǸě˚ȐȬƚˌDÇŅˊɃʼ˟Ǘ
LˣŊɛʼ˟ʧ˕ˀʦǪŤOØ�ƄǸěŅˌǠ¸ˊʯʴ˟
ĒųÐˊ˃ʬ˅ŮǸʺǈŢʸʾ˟ʶˇˣƈƄˊʦZǊĎˇʺ
˅ʦɣ ʛɶʐʎʒʎʉʈʐɣʀʍʈʕʑʈʉʓʏʎʒʋʗʎʉʖɳɣɶʓʒʉʋʔʗʖɣʈʒʊɣɴʔʔʐʎʉʈʗʎʓʒʖʜɣ
ˉˈˣųʬʦǪŤƁŅˌȰĳ&ųŅ˚/BQǿǻŅˊɃʼ
˟ŖǈˣǮʬǠ¸ÎųLˣȸÜʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɯɣ ę�ɣ Š�̪ɱ v̨ɣ
ǪŤOØǸěˊʯʴ˟dƛǸěŅˣȑǇʼ˟ˇˇ˙ˊʦǠ¸
ˊʯʬ˅Ƿ ʸˠ˟ǪŤˌOØ�O˚OØDÇŅˊɃʼ˟
ȏÿƢˣ½ųʺʦʿˌǸȋ˚ǼȔˣǮʭʧɣ
̧ɪɭɣ Ħɣ -W̪ɰ v̨ɣ
Ǡ¸ˊʯʴ˟ǪŤOØǸěˌÎųLˣȸÜʼ˟ˀ˘ʦ�Ǿ
ZǊĎƢˣųʬʦǪŤƁŅˌȰĳ&ųŅ˚/BQǿǻŅ
ˊɃʼ˟dƛŖǈˣǮʭʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ

�

�
�
�
�
�
�ɣ

SƁǪŤƁŅ�ťȏʞɣ

S²ˌ>Ąǿǻˊ¡ʺ˅ǪH²ʰ˝ƄƑˉǪ�Ƅùøˣ
Ǯʭˀ˘ˊˍʦǪŤƁŅˊʯʬ˅ʦȰAˊ]ɌʸˠˀÒǋǔ
Čʯ˜ˏŽØűŮˌŮǸˊ�˄ʳ>ĄǸěǗLˇˇ˙ˊʦǪ
�Ƅˉƍȓˊ�˄ʬˀSǪpÔ�ˌŇųʱ�aıˆʫ˟ʧ
ĖȑǇˍʦ�ɊˌǠ¸'ˣ�ËˊǪHȲåˊÌǳˉÔ�
ʯ˜ˏǪHˌȰĳ&ųˊɃʼ˟Ô�ˌ>ŮĄŅˊ˃ʬ˅
Ǹȋʼ˟ˇˇ˙ˊʦĐȰˉã�ǻŶˌƤ�ˊÌǳˉǠ¸Ǫ
ŤOØ�ƄˉÞŅˊ˃ʬ˅˙īȋʼ˟ʶˇˆʦ�ȜLˣ�˂
ˀǠ¸ÎųǗLˌȸÜˣƈƄˇʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɮɣ ��ɣ PÍ̪ɱ v̨ɣ
	ˊÈŰużÒʦƪƕżÒʦ˦̡̠˰̦̥5ŻżÒʦ�ȒÐ
żÒˣè¿ʼ˟ʧɣ
̧ɪɩɣ !oɣ Ơ¾̪ɰ v̨ɣ
	ˊmjużÒʦƋƗżÒʦń§użÒʦ×ĞžżÒˣè
¿ʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ

SƁSƗ�ťȏɣ

ʠ��ƗǛƀˇ
ʱˤʦYƂÐǑʱˤʦǚ̥ń§uʱˤʦǍ
ǟʱˤʦǓƦʱˤʦǞǟʱˤʦəȭʱˤʦǒʱˤʦ�ǜʱ
ˤʦȧǭuǛƀˉˈʦdƛǟuʱˤˌĐăŁƁ̧@�Į
ƄƁŅ̨ˣŮǸʺʦʱˤȳ��ŁƁˇʱˤƿo˳˦ˌŭŦ
ˇ�Åˌ¨Ɂˊʬˀ˟˕ˆˌ´·ʬƍȓˣǈÆʺʦÎų
ˆʲ˟ǗLˇƍȓˣȞˊ˃ʴ˟ʶˇˣƈƄˇʼ˟ʧɣ ɣ ɣ ɣ ɣ ɣ

ʡűŇǈÚŽˇƫ§ŽʦűŇǈÚŽˇÈŰużÒʦűŇǈ
ÚŽˇǚżÒʦűŇǈÚŽˇǍżÒˉˈdżÒˌ@�İ
ĬˇƂžİ¹ˊ˃ʬ˅ʦǠ¸ȳ��Ƅʫ˟ʬˍ@�űŤ
�ƄˊŮǸʺʦÎųˆʲ˟ǗLˇƍȓˣȞˊ˃ʴ˟ʶˇˣ
ƈƄˇʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ

ɣ

ɣ

ɣ
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�ɣ

ĒİQ�ťȏɣ

ǪŤˌǪŮ$ųˌƂŭˣ�Õʼ˟ˀ˘ˊˍʦĒİ@�ˇ
ű"_�"ˇˌŤŮQ�ƄƊ�$ųˌŮǸʱ�aıˆʫ
˟ʧʿˌˀ˘ˊˍĒİ@�ˆʫ˟ǪˌĒİQ�ƄťÊˣT
@ˊŮǸʼ˟ʶˇʱȺǳˆʫ˟ʧĖȑǇˆˍǪŤǿǻˊÌ
ǳˉĒİQeŤ8Ǥˌ\ÎÐˣùȵʼ˟�ĖƄŮȏˌ.
ÆˇNūƄˉeÜĄŅˌǊĥˣ.Æʼ˟ʶˇˣƈƄˇʺ˅ʬ
˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɰɣ ğŴɣ Ŭ�̪ɱ v̨ʝɪɮ vƈˊ˃ʬ˅ˍʦ9fˆè¿ɣ
�Ǿʠʰ˝ʣˌɔƈˣ ɰ vˊ@ʴ˅ȋĉʼ˟ʧɣ
ʠɞĤÀÜ\Îɤɪɥɤɫɥɤɬɥɣ
ʡ�Ǘ��ö\Îɤɪɥɤɫɥɣ
ʢĒİeÜ\Îˊʯʴ˟ȲåÐɣ
ʣ�ĀeÜ\Îɣ

̧ɪɣ ĿŴɣ ŗ̪ɱ v̨ʝɪɮ vƈˊ˃ʬ˅ˍʦ9fˆè¿ɣ
ĖťȏˆˍʦǪ�ˌ@ȻˆȺǳˉÃJˣèʭǲƯŰQeŤ
ˣ^˞�ʵʦʿˌQ�ˣþŮʦīǷʼ˟ʧʸ˝ˊʦ̢̑̃ŰQ
eŤˌăİǗˇʺ˅űŮŇÐƫˌQ�ˣüðʼ˟ʧɣ
�Ǿʤʥˌɔƈˣ ɰ vˊ@ʴ˅ȋĉʼ˟ʧɣ
ʤ�ĶɈeÜˌ̄˸˨̤ɤɪɥɤɫɥɤɬɥɤɭɥɤɮɥɤɯɥɣ
ʥĒİQ�ˊɃʼ˟Đăˌ̅̎̂˱˻ɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ

SǪȘŐ�ťȏɣ

ŭz&ųʸˠ˅ʬ˟SǪpˊˍʦOħŤŵĚˌűŮŇÐ
Ťșˣ̟̦̆QeŤʫ˟ʬˍ˹̦̆QeŤˇʺ˅ɁƂʸˠˀ˙
ˌʱ�ʬʧʿˌˀ˘ʦăǵSǪpˌɁƂˊˍʦ�şĒİQ
eŤˌVɍʦĬȧŀ�ʯ˜ˏȂ*ŅˉˈˣǈÆʼ˟ʶˇʱ
Ⱥǳˉȍɗˇˉ˟ʧĖȑǇˆˍʦűŤŇÐˣĒʼ˟�şĒ
İQeŤˌòư˹˻̘̃ˊ˃ʬ˅Ɣʺʦ�şŤʰ˝SǪp
ʱű˕ˠ˟˕ˆˌȬƚˣƼȏƄˊǸȋʼ˟ˇˇ˙ˊ @�S
Ǫpˇʺ˅ɁƂʸˠˀɤĆ�Ǫ̥ăǪɥʦɁƂʸˠ˃˃ʫ˟̧Ǡ
¸ȃɝ�̨ɆyHˊɃʺīȋʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɭɣ ÞƮɣ Ɖǵ̪ɯ v̨ɣ
̟̦̆QeŤKǱˌ˦̢̦̐́ˇʺ˅ʩĆ�Ǫˌúǥʪ˚ʩ$
ųİ¹ˊ�˄ʳòưʪʱǮˢˠ˃˃ʦȢµˌ̢̔̂̅�ˇ
ɟ×ºĨ?ŅˌɁƂˇʿˠ˝ˌǬeˊ˜ ˞ ʦ ʩ ʍʎʌʍɣ
ʗʍʕʓʘʌʍʔʘʗɣʖʉʕʋʋʒʎʒʌʪˊ˜˟KǱʱSǪpˌɁƂˌÞŅˇʺ
˅ŭŦîʵ˝ˠ˟ʧ�Ǿ˦̢̦̐́ˊ˜˞ɁƂʸˠˀɤĆ�
Ǫ̥ăǪɥʦɁƂʸˠ˃˃ʫ˟̧Ǡ¸ȃɝ�̨ÈŰuŽɃȨS
ǪpˊɃʺīȋʼ˟ʧɣ
̧ɲɣ Ƚ�ɣ r�̪ɲ v̨ɣ
�ƛ�ĭˉQ�ĬȧˇűŤŇÐˣĒʼ˟�şŤˍʦăǪɁ
Ƃˌ̟̦̆QeŤˇʺ˅Ī˘˅Ⱥǳˆʫ˟ʧĖťȏˆˍħ
ŤʦOŤˉˈʰ˝VɍʸˠˀűŤŇÐ�şĒİQeŤˌĐ
ăˌİu@ěˣųʬˀĬȧǸěŅ˚ĬȧŇÐƊɃʦKǪ
˒ˌÎųˉˈˊ˃ʬ˅ʦ:"Ƅˉ'ˣîʵˉʱ˝īȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ
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Ɨƈɣ
R@ɣ

ðĩƗƈˌgƘɣ ȑǇƢˌ;�ɣ 1ɣǊɣ

�
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�ɣ
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�
�
�
�
�
�
�
�ɣ

ű"@�Q�ťȏɣ

ű"ˣĬÜʼ˟Ü@ˌ�ˆ˙ʦűnˌ�ĖV�ˆʫ˟Ʊ
ǖˌƱǖǝˣĬƨʼ˟ǘş̦̟̤ǘșʯ˜ˏ˵̡˻̢̨̦̠̃
ˊŞŜˣʫ˅ʦʿˌÑ³Ðˣƺìʼ˟İĬˊ˃ʬ˅ʦűe
ÜʦOØʦŹQ̥ñŃˌǷŜʰ˝ƷëƄˊǸȋʼ˟ʧ˕ˀʦ
ű"ǘșˌİǗˊ˃ʬ˅ʦǘŒÐQeŤˌ";ȠȤʦʯ˜
ˏǓĻ@ńʦǜƦj]ˉˈʬˢ˛˟ǜǍÈŰˌ̙ˮ̈˼̘ˊ
˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧčˊʦʶˠ˝ˌǘșÑ³ÐˊŹ³ˣʲˀʺ
ˀŽƄŦØˌ:"Ƅˉž'ˣʫʵʦŽwˌ@�̡̠̒ˆˌ
ǸěˇŁƁŅ˒ˌÎųˊ˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ

@�ÉűŤƗ�ťȏɣ

�ɘˇÉűŤˇˌÝʬˍʦ�ɘˌȈűˇfċˊ�˕˞ʦ�
ćˊǢ˟˕ˆǌʮ˟ʶˇˉʳƹʬ˅ʬ˟ʧʶˌɃ,ˍʦ¤Ěˊ
ʯʬ˅˙ĺȯˊƸƹʸˠ˟˙ˌˇǊʮ˝ˠ˟ʧ@�ÉűŤƗ
�ťȏˆˍʦȑǇˌFUˆʦ�ƓÉűŤ�Ƅˉ;�ˣƅA
˞ˊʦ×ĞžɄÇˊȗũʼ˟ʩű"ɄÇİǗʪˊ˙Ǻ[ʺʦÉ
űŤ×ĞɄÇˇ×ĞÜƟˇˌɃ,ˊ˃ʬ˅Ǌ ʼ˟ʧ˕ˀ
ȑǇˌÅUˆˍʦʩȢµsɗˇˉ˂˅ʬ˟×ĞžʪˊŞŜˣ
¿˅ʦʩÉűŤˌǪHǌÐQˌsɗʪˣˍʻ˘ʦʩɇ;×Ğ
žʪ˚ʩăǣ̥<ǣ×Ğžʪˊ˙ǹˠʦʿˠ˝ˌŭŦˇʿˌ¡
ƤˊǺ[ʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ

űŇŰ�̥ġɛ�ťȏɣ

ʩǪŤ�ȒʪˇʩűŇǈÚŽʪˊȺŜˣʯʬ˅ȑǇʼ˟ʧ
ʩǪŤ�ȒʪˆˍǪŤ�ȒˊɃ�ʼ˟ȶƯ˹̅˱̢̘
ʀɭɮɩɤɶʅʀɥd@�ƛ˚ɐɶʅʀƭȶƯɘˌ2ʲʦ/"¯ˌY
wˆʫ˟ɣ ʂɿʀ ˉˈˣīȋʺʦʸ˝ˊˍ̙˿̢̗̔˱˻˚˴̗̊˱
˻ˉˈˌƻǄƄǸěÞŅ˙^˞7ˠˀ˭̦̦̙̀˨̆ŁƁ˒
hʴ˅ˌǪŤ�Ȓ�ˌƂ¨ˊ˙Ǻ[ʼ˟ʧʩűŇǈÚŽʪˆ
ˍʦʩ�ɄǪ�ʪˊǶŜˣǃʲʦćĖ�ˌĵ�ū̫�ˌʩʱ
ˤʪˊŞŜˣ¿˅ʦʩƂʱˤİĬʪ˚ʩʱˤˌ�Ĳ�Ʉˇ�Ĳ
�Ʉʪˊ˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧʸ˝ˊʦƂʱˤˌŰ�w�ˆʫ˟
ʩŝİƂʱˤŤșʪˌťÊˊ˃ʬ˅˙Ǻ[ʺʦ�Åˌ¡Ƥʦ
ƏƝˌĄhÐˣ¥ʲ?ʼʶˇˣƈƄˇʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɪɪɣ ėYɣ ýǅ̪ɱ v̨ɣ
ʩǪŤ�Ȓˌ�ƓʪʩǪŤ�ȒȶƯdȏʪʩǪŤ�ȒȶƯˌ
ƛ¯ʦ/"¯ʪʩ˭̦̦̙̀˨̆SƁʪʯ˜ˏʩKǪˇǪŤ�
Ȓʪˊ˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧɣ
̧ɪɫɣ Ś`ɣ Ɔb̪ɰ v̨ɣ
ʆʱˤˌŻ�ʇʩƂʱˤİĬʪʩŝİƂʱˤŤșʪ˚ʩʱˤˌ�
Ĳ�Ʉˇ�Ĳ�ɄʪʩəpÜ@ˊ˜˟ʱˤ�Ʉʪˊ˃ʬ˅Ǹ
ȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ

ɣ  



	 10	 

4 

ɣ

Ɨƈɣ
R@ɣ

ðĩƗƈˌgƘɣ ȑǇƢˌ;�ɣ 1ɣǊɣ
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�ɣ
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�
�
�
�ɣ

Ǡ¸ǪŮ�ťȏɣ

ǪŤŁƁˌ�Ƈˇˉ˟ŽØűŮİĬʯ˜ˏǪŤ$ųİĬ
ˊɃʼ˟ɔˊ˃ʬ˅�Ɠʰ˝ĐȢˌƍǴ˕ˆˣ%ʾ˅ȑ
Ǉ̥Ǹȋʼ˟ʧĆ�ʯ˜ˏĐăˌǪŤƁŅˇɁƂ�ˌǪŤ
ˌǪŮ$ųˉˈˣǸȋʺʦdʨˌǪŤŁƁˊʯʴ˟̒̉̏˧
̧̂̅ÖǇ�ʴ̨˚I$ųˉˈˌ̟˻˱ˊ˃ʬ˅Ǌʮ˟ˀ˘ˌ
Ô�ˣõ(ʼ˟ʧʠƕƵżÒ̥ƪƕżÒˌŽØ̙ˮ̈˼̘ˇ
ǪŤƁŅˌ$ų̙ˮ̈˼̘ʦʡŽØ[ˏǪŤŁƁˊɃˢ˟
Ɏ�)�Ð˨˭̛̤̠́̉ˌ2ʲˇȎƧʦʢɡǪÐȿſǪ
ˌ$ųˇI$ųʦʣŁƁǪˌI$ųƂŭ̙ˮ̈˼̘ˇʿˌô
Ŏ̥ƏƝĄŅʦˊ˃ʬ˅	ˊǸȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ

SƁǪH�ťȏɣ

ǪŤˌj]ʦ@°ʦ�ȒʦñŃˌdȬƚˊɃ�ʼ˟̞̤̅
˻̦̕˿̦˚�ȒȶƯʦƱǖ;ƶeÜ@ˉˈdƛİǗÐ˿
̤̌˱șˌƂŭ˚İǗʦ�ˏˊȳ��Ƃŭȼˌ�Oˉˈˊ
˃ʬ˅ʦ@�İĬȏƄǷŜʰ˝Ʋ�ʺʦdƛǪŤƁŅˊʯ
ʴ˟ĮƄƴǂ˚I$ųƂŭƴǂˊʯʴ˟ǪŤřºˌɃ,
˚ƥ?ŅˣŮǸʸʾ˟ʧ˕ˀʦŽØċˌǪŤOØˌ�Oˊ
Ƀʼ˟ĐăˌdƛƏƝȏÿ˚ʦŭ�ˌ@�İĬƄǸȹ˚
ʿˌǸěŅʦ�ŎŅʦDÇŅƢˊ˃ʬ˅Ʋ�ʺʦǠ¸ˊʯ
ʴ˟SƁǪH�ƄǶŜ˚ǸěǗLˣŊɛʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɯɣ ę�ɣ Š�̪ɱ v̨ɣ
ǪŤˌű";îOˊɃʼ˟İĬˊ˃ʬ˅ʦdƛȏÿˣ½ų
ʺʦ@�İĬƄǸȹ˚ʿˌǸěŅʦ�ŎŅʦDÇŅƢˊ˃
ʬ˅Ʋ�ʺǼȔʼ˟ʧɣ
̧ɪɭɣ Ħɣ -W̪ɰ v̨ɣ
ŽØċˌǪŤOØˌ�Oˣ�ËˊʦĐăˌdƛƏƝȏÿˣ
Ʋ�ʺǼȔʼ˟ʧ¡Ȗˇʼ˟ŽØˍʦǍɋ�ʦǚɋ�ʦśž
ċʦʱˤʦƫ§Žʦʯ˜ˏǉµċˆʫ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ
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SƁáǯˌȪĴ̥ɟºQ˚ăʺʬSǪpˌƏƝɁƂˍ�
ʳˌÒǋˊƖɒˇˉ˂˅ʬ˟\ɑʦăˀˉSƁsɗˣ½ʲȚ
ʶʺ˅ʬ˟ʧȢµʦʶˠ˝ˌȐsɗˣǸŀʼ˟ˀ˘ˊ�ʳˌS
Ɓąǿˆˍ̦̘́SƁˌ�Űˇʺ˅8ŽɇƄˉ ɼɶʃ ˚ ɿʂʃ
ˌƴǂQʱȪ˖ʦǪH²˙ʿˌŇOˌ�Ģˊ�ǃʺ˅ʬ˟ʧ
ĖȑǇˍɼɶʃ˚ɿʂʃˌŮȏ˚�ȜŇOˣű"ùø�ˇʺ˅
ƷeʺˀǸȋ̥ȑǇˣǮʬʦ_ȑűˌĖɖ}ˊʯʴ˟ŮǸˣ
ŋ˘˟ʶˇˣƈƄˇʼ˟ʧɣ
ɣ
̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɮɣ ��ɣ PÍ̪ɰ v̨ɣ
Ǡ¸ġɛƁŅˌ�ƓʦƵǜ̥ƵɏǙġɛˌ�ɊʦžŦ̥ż
Òˊ¡ʼ˟ġɛƁŅʦz�ġɛƁŅʦɿʂʃ ŇOˉˈˣ	ˊ
è¿ʼ˟ʧɣ
̧ɪɩɣ !oɣ Ơ¾̪ɱ v̨ɣ
×ĞDÇīȏʦĮő̥×ĞƵțB�ɄƤʦu:ɃȨ×Ğʯ
˜ˏÞǯȴ�×Ğˌīǳˇ˷̦̒˨̞̤˻ʦŉķ̥œǧá
ǯʦɼɶʃ ŇOˉˈˣ	ˊè¿ʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻Ą
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ÎųǪŮ�ťȏɣ

ÎųǪŮ�ťȏˍʦǪˌ$ųİ¹ˇŽØˊɃʼ˟ƍǴˊ�
Ɠˊʺ˅ʦĐȰˉǪŤƁŅˣȲåʼ˟ĄŅˣ�ˑȑǇˆʫ˟ʧ
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ÿˣǸȋʺʦÒǋˌŽØˊÎʻˀǪˌȲåĄŅˊ˃ʬ˅ˌÔ
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ɉµɁȑɣ
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ǰʸʾʦ̡̐˾̤̦̃˹̝̤ǗLʯ˜ˏǊʮ˟ǗLˣɛʭʧ˕
ˀüqʰ˝ˌșsˊƣʮ˟ʶˇʦʯ˜ˏ�ˌ�űˊ¡ʺ˅ʦ
ˢʰ˞Ċʳȋĉˆʲ˟ĭˊŖǈˣǮʭʧʸ˝ˊƏƝˊɃʺ˅ˍ
ȩ�ʯ˜ˏđ�ˣƂǰʸʾ˟ʶˇˊ˜˞ʦ³ˊƏƝˌƈƄ˚
ĄhÐˣĉƑˊʺ˅ʯʳʧɣ
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SǪȘŐ�Ŗǈɣ

ƏƝŇOˣǮʭˀ˘ˊˍʦdǡˌƏƝ̦̖̃ˊƉóɃȨʼ
˟ÿũȎĠˍ˙ˁˡˤˌʶˇʦlȡɖ}ˌƏƝˊ˙ƪȥʺ˅ʬ
˟ʶˇʱē˕ˠ˟ʧčˊʦʶˠ˝ˌȎĠƶĜˣȝ˕ʮ˅ƏƝǻ
Ŷˣ<ĬƨʺʦƏƝˣȪ˘˟˓ʲĄhÐˣ˜˞ĉƑQʸʾ˅ʬ
ʳʶˇʱȺǳˆʫ˟ʧɣ
ĖŖǈˆˍʦSǪpˌ̟̦̆QeŤʫ˟ʬˍ˹̦̆QeŤˌ
ĐȢˌƏƝˊɃʼ˟ÿũ�kˇǼȏˣǮʭʶˇˆdǡˌƏ
Ɲˣ˜˞ŋʳ�ǷƄˊŮǸʺʦƏƝǋˇʺ˅ˌǶȻˣ·ʵ˟
ǽǁˣǮʭʧ˕ˀʦ�ĔƄˊdǡˌƏƝ�kˣǮʬʦƏƝÜ
ĜˌȪïŦłˣ˕ˇ˘˟ʶˇˆʦ�ǯɌ�ƢˆˌƂǰˊhʴ
ˀ̡̐˾̤̦̃˹̝̤ǗLˣɛʭʶˇˣƈĮˇʼ˟ʧɣ
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ʱè¿ɣ
ɣ
ɣ

ű"@�Q�Ŗǈɣ

ðĩÀØˍ˽̗̦̇À¼ˆǮʭʧƏƝȫǮˊ¿ˀ˂˅ˍʦ
˕ʽÔ�]Ɍʱ�#ˊȺǳˆʫ˟ʰˣŮǸʸʾ˟ʧǘș�
Ȓʦƫș�ȒˊɃˢ˟Ģ;_�"ˊɃʼ˟ƼȋˣýƾĨư
ʺʦ¿ȅƏƝɖ}ˌǔČʦƵǀʦŭŦƢˊ˃ʬ˅â÷ʼ˟ʧ
ÌǳˊÎʻ˅ʦ½ųʸˠ˅ʬ˟YǩȏÿˣȌ˖ʶˉʺʦ˜˞£
ɀƄˉƍȓˣÆ˅ŮǸˣŋ˘˟ʧčˊʦ¿ȅɖ}ˊɃȨʼ
˟Đăˌ�ǯȏÿˣĨưʺʦăʺʬĄŅȏˉˈǡ@ˌƏƝ
ŇOˊ^˞7ˠ˝ˠ˟áǯʦčˊʦ�ÅˌƏƝˌ¨ɁˊZ
Ǌˊʼ˓ʲăƍǴˣ]Ɍʼ˟ʧɣ
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@�ÉűŤƗ�Ŗǈɣ

@�ÉűŤƗ�ťBƏƝˆˍʦʩŽYƱǧʱŲűʼ˟ǫ
ƃșÐˌŽYw�ˌÜŢQˇ@ńˊɃʼ˟ƏƝʪˣ˵˦ˇ
ʺʦ¤ĚƄˊˍʿˌÜĜˣÎųÉűŤ�ƄˊCųʼ˟ʶˇˣ
ƈíʺ˅ʬ˟ʧťBƏƝˊ^˞ƴ˗ˊʫˀ˞ʦ¿ȅƏƝˌǔ
Č˚ɃȨʼ˟ƍǴˣ´·ʳ]Ɍʼ˟Ìǳʱʫ˟ʧĖŖǈˆ
ˍʦƏƝȍɗˊɃȨʼ˟Ƽȋ˚�ǯȏÿˣ̎̂˱˦̂̐ʺʦ
ʿˠ˝ˌƍǴˣɕĲ˕ˇ˘˅ŮǸˣŋ˘˟ʧ˕ˇ˘ˀƍǴˊ
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ˌťBƏƝ˒ˌȰųˣx˟ˇ9ˊʦƏƝˌƈƄ˚ĄhÐˣ
˜˞��ˉ˙ˌˊƨʲ�ʵ˟ʧɣ

ɣ
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̎˺˪̗̊˱˻˚̖˨˱̢ ʁɿɴ ˉˈˌǪŤ�ȒȶƯ˒ˌɃ�
ˊɃʺ˅ʦĐăˌƍǴȎĠʯ˜ˏÜĜƲ�ˌŖǈˣ�ąʼ
˟ʧɣ
�ĄʦÅǋˊʯʴ˟Ŗǈˍʦʩˮ̗̆˩̘ʪˉˈˌŝİƂʱ

ˤŤșˌƂʱˤİĬ˚Ƚ©ƶe˿̤̌˱șʩ̙˿̢́˭̉˨
̤ʪˌűŮƄİǗ˚ʱˤÓÐQİĬˊʯʴ˟ÃJˊ˃ʬ˅
ˌĐăȏÿˌĨưʯ˜ˏƲ�ˣ�ËˊǮʭʧɣ
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�ɣ

�

�
�


	
�
�
�
�ɣ

Ǡ¸ǪŮ�Ŗǈɣ

�ĝƕƵɃȨżÒˌʭˁʦʭ˃ŽˉˈˌƪƕżÒʯ˜ˏ˅
ˤʰˤˉˈˌƕƵżÒˌŽØűŮʦŁƁǪˌǪŮ$ųİ¹
ʫ˟ʬˍǪŤŁƁˊɃˢ˟ĐȢˌÿũ̧�Ɠ�ɝˣi˗̨ˣ
ȑȌʺʦǸȋƂǰˣǮʬʦʿˌ;�ˊ˃ʬ˅ǪŮ�ƄǷŜ
ʰ˝Ȕȏʼ˟ʶˇˆʦǪŤƁŅ˒ˌŇųˣǊʮ˟ʧʸ˝ˊʦ�
ǯȏÿʰ˝Æ˝ˠˀÔ�ˣƏƝǻŶˌƟĥ˚ƏƝ�ą̥̄
̦˿Ǹě˒ˌŇųŅˣ�ˑʧżÒˊɃȨʼ˟˙ˌ��ˇʺ
˅ʦǠ¸ˆˌǪŤƁŅ�ʦsɗˌˎˇ˃ˇˉ˟ǪŤ)�ˊɃ
ʼ˟ÿũ̥ƏƝƶĜʰ˝ʦǪŤ)�ˌȟōŅˉˈˊ˃ʬ˅˙
ȔȏˣǮʭʧɣ

ɣ

SƁǪH�Ŗǈɣ

dƛ ʂɽɶ ̞̤̅˻̦̕˿̦˚ ɴɵɶ ̞̤̅˻̦̕˿̦ˌƂŭ
˚İǗˊɃʼ˟Ƽȋʦʯ˜ˏɃȨʼ˟Yǩȏÿˣ�ËˊĨ
Ǽ�ˣǮʬʦăǵÔ�˚áǯˣ9Ēʼ˟ʧ˕ˀʦdƛ̞̤̅
˻̦̕˿̦İǗˌDÇˇǪŤOØˌDÇˊɃʼ˟ƏƝȏÿ
ˣĨưʺʦǪŤƁŅˌútˇʬʭǶŜ˚ǊʮĄˣɛʭʧʸ˝ˊ
ǪŤOØ�ƄǴ{ʰ˝ʦSƁˊʯʴ˟Ɗ�$ų˚OØˌ�
Oʦʫ˟ʬˍI$ųˌÓQˉˈƛʨsɗŜˣÿũƢʰ˝Ō
ŨʺʦʿˌǸŀŅˊ˃ʬ˅ʦ˽̗̦̇Ą¼ˆȄʺeʬʦƏƝ
ǗLˣŊɛʼ˟ʧɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ
ɣ
ɣ
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˨̤ˣ�ËˊʦŽØűŮˌŮǸʦǪHȲåʯ˜ˏǪHˌȰ
ĳ&ųˊɃʼ˟ÌǳˉÔ�ˊ˃ʬ˅ĨǼʼ˟ʧʸ˝ˊʦ�Ɋ
ˌž'ˣCųʺ˅ĐȰˉã�ǻŶ˒ˌÎųˣĨǼʼ˟˙ˌ
ˇʼ˟ʧMʮ˅ʦƏƝ̦̖̃ˊɃʺ˅ʦ�ĔƄˊʿˌȪïŦ
ł˚ÜĜˊ˃ʬ˅�k̥ĨǼˣǮʭʧʶˠ˝ˌ˽̗̦̇ˣȥʺ
˅ʦĐȰˉã�ǻŶˌƤ�ˊÌǳˉÔ�>ŮǗLʯ˜ˏǠ
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ɣ
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żŽˌYwˇʺ˅ű"İǗ@�ˌİǗŹ³ʱʫʵ˝ˠ
˟ʧĖŖǈˆˍű"İǗ@�ˌűŮƄÃJʦʿˌİǗŹ³
ˊ˜˂˅űʻ˟żŽ̥ŽØűŮˉˈˊɃʼ˟Đăˌȏÿˌȑ
Ȍ̥ǸȋƂǰˣȥʺ˅ʦżŽˇű"İǗ@�ˌŹ³ˇˌɃȨ
Ðˊ˃ʬ˅ˌŮǸˣŋ˘˟ʶˇˣƈƄˇʼ˟ʧ˕ˀʦű"İ
Ǘ@�ʱăʺʬ$ųİ¹ˣì˃ǪŤɁƂˌˀ˘ˌĒēˉ
ĮƄ@�ˇˉ˞ʭ˟aǗÐ˚sɗŜˊ˃ʬ˅ǪŮ�ƄǶŜ
ʰ˝Ȕȏʼ˟ʧŖǈˍʦ˽̗̦̇À¼ˆ�ąʼ˟ʧɣ

ɣ

SƁSƗ�Ŗǈɣ

ʠOǙƐQÐŽ�ˌȪǮˇ�Óˌ̙ˮ̈˼̘ˊ˃ʬ˅ʦ@
�űŤ�ƄÞŅ˚5Żƴǂ�ƄÞŅˣųʬˀ�ƓƏƝ
ˊ˃ʬ˅īȋʺʦʸ˝ˊĐȢȄɗˌǉQȳ��̧˱̢̦̅
ǫƃ̨ˌȳ���|ÐˇżÒ×_ÐˊɃʼ˟Ǡ¸ƏƝˌ
̅̎̂˱˻ˊ˃ʬ˅ȆƱˊīȋʼ˟ʧɣ

ʡĖØÐɟǭyʦƫ§Žʦǎŏʦ̙˿̟̔̂˱ž0ǆˉˈű
ŇǈÚŽˌƂžˇȪ¨İ¹ˊʯʬ˅ʦ�ʲʳɃ�ʱźˢ
ˠ˟ċǻȳ��ˊ˃ʬ˅ʦĐȢˌƏƝȏÿˣ^˞�ʵȆ
ƱˊīȋʺʦűŇǈÚŽˌ�Ʉˉ˝ˏˊăˀˉŁƁǪˌ
ɁƂˌaǗÐˉˈˊ˃ʬ˅īȋʼ˟ʧɣ

ɣ

ɣ
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SƁǪ�ťǿȑ»ʞɣ

SƁǪ��ƇƏƝ@ȻˇSƁǪ�ùøƏƝ@Ȼˊȵ©
ʼ˟�űˆʦSƁİɃˊʯʴ˟Ǡ¸̥ȑǇƏ.ˣ±ēʺˉʬ
�űʱ¡Ȗˇʺʦüqˌí¥ˌ˙ˇʦ�űʱǡ	Ƅˊŧǡˊ
ǮʭƏƝŇOˣȂ*ʼ˟˹˻̘̃ˆʫ˟ʧ:"Ƅˊˍ��Ƃ
ǰʦȏÿƂǰʦʯ˜ˏȑŖ_ȑˣȂ*ʼ˟ʧ�ʺʶˠ˝ˌƏ
ƝŇOˍʦĖ�ˌƏƝˌȪïºˇ�óˊȨOʼ˟˙ˌˆʫ
˞ʦª.ċĔˍdǡǡŵˊȲåˆʲ˟˙ˌˇʼ˟ʧɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ

SƁǪ�ťǿȑ»ʟɣ

SƁǪ�ƏƝ@Ȼˊȵ©ʼ˟�űʱ¡Ȗˆʫ˞ʦ£ɀǪ
H²ˌ_ɝȘĤŪÆˌùøȑ»ˆʫ˟ʧüqˌí¥ˌ˙
ˇʦ�űʱǡ	ƄˊŧǡˊǮʭƏƝŇOˣȂ*ʼ˟˹˻̘̃
ˆʫ˟ʧ:"ƄˊˍSƁİɃˊʯʴ˟Ǡ¸̥ȑǇƏ.ʦ��
ƂǰʦȏÿƂǰʦʯ˜ˏȑŖ_ȑˣȂ*ʼ˟ʧ�ʺʶˠ˝ˌ
ƏƝŇOˍʦĖ�ˌƏƝˌȪïºˇ�óˊȨOʼ˟˙ˌˆ
ʫ˞ʦª.ċĔˍdǡǡŵˊȲåˆʲ˟˙ˌˇʼ˟ʧɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ
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˟ʧĖŖǈˆˍű"İǗ@�ˌűŮƄÃJʦʿˌİǗŹ³
ˊ˜˂˅űʻ˟żŽ̥ŽØűŮˉˈˊɃʼ˟Đăˌȏÿˌȑ
Ȍ̥ǸȋƂǰˣȥʺ˅ʦżŽˇű"İǗ@�ˌŹ³ˇˌɃȨ
Ðˊ˃ʬ˅ˌŮǸˣŋ˘˟ʶˇˣƈƄˇʼ˟ʧ˕ˀʦű"İ
Ǘ@�ʱăʺʬ$ųİ¹ˣì˃ǪŤɁƂˌˀ˘ˌĒēˉ
ĮƄ@�ˇˉ˞ʭ˟aǗÐ˚sɗŜˊ˃ʬ˅ǪŮ�ƄǶŜ
ʰ˝Ȕȏʼ˟ʧŖǈˍʦ˽̗̦̇À¼ˆ�ąʼ˟ʧɣ

ɣ

SƁSƗ�Ŗǈɣ

ʠOǙƐQÐŽ�ˌȪǮˇ�Óˌ̙ˮ̈˼̘ˊ˃ʬ˅ʦ@
�űŤ�ƄÞŅ˚5Żƴǂ�ƄÞŅˣųʬˀ�ƓƏƝ
ˊ˃ʬ˅īȋʺʦʸ˝ˊĐȢȄɗˌǉQȳ��̧˱̢̦̅
ǫƃ̨ˌȳ���|ÐˇżÒ×_ÐˊɃʼ˟Ǡ¸ƏƝˌ
̅̎̂˱˻ˊ˃ʬ˅ȆƱˊīȋʼ˟ʧɣ

ʡĖØÐɟǭyʦƫ§Žʦǎŏʦ̙˿̟̔̂˱ž0ǆˉˈű
ŇǈÚŽˌƂžˇȪ¨İ¹ˊʯʬ˅ʦ�ʲʳɃ�ʱźˢ
ˠ˟ċǻȳ��ˊ˃ʬ˅ʦĐȢˌƏƝȏÿˣ^˞�ʵȆ
ƱˊīȋʺʦűŇǈÚŽˌ�Ʉˉ˝ˏˊăˀˉŁƁǪˌ
ɁƂˌaǗÐˉˈˊ˃ʬ˅īȋʼ˟ʧɣ

ɣ

ɣ

ɣ

ɣ

ɣ

Ɨƈɣ
R@ɣ
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�
�
�
�ɣ

SƁǪ�ťǿȑ»ʞɣ

SƁǪ��ƇƏƝ@ȻˇSƁǪ�ùøƏƝ@Ȼˊȵ©
ʼ˟�űˆʦSƁİɃˊʯʴ˟Ǡ¸̥ȑǇƏ.ˣ±ēʺˉʬ
�űʱ¡Ȗˇʺʦüqˌí¥ˌ˙ˇʦ�űʱǡ	Ƅˊŧǡˊ
ǮʭƏƝŇOˣȂ*ʼ˟˹˻̘̃ˆʫ˟ʧ:"Ƅˊˍ��Ƃ
ǰʦȏÿƂǰʦʯ˜ˏȑŖ_ȑˣȂ*ʼ˟ʧ�ʺʶˠ˝ˌƏ
ƝŇOˍʦĖ�ˌƏƝˌȪïºˇ�óˊȨOʼ˟˙ˌˆʫ
˞ʦª.ċĔˍdǡǡŵˊȲåˆʲ˟˙ˌˇʼ˟ʧɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ

SƁǪ�ťǿȑ»ʟɣ

SƁǪ�ƏƝ@Ȼˊȵ©ʼ˟�űʱ¡Ȗˆʫ˞ʦ£ɀǪ
H²ˌ_ɝȘĤŪÆˌùøȑ»ˆʫ˟ʧüqˌí¥ˌ˙
ˇʦ�űʱǡ	ƄˊŧǡˊǮʭƏƝŇOˣȂ*ʼ˟˹˻̘̃
ˆʫ˟ʧ:"ƄˊˍSƁİɃˊʯʴ˟Ǡ¸̥ȑǇƏ.ʦ��
ƂǰʦȏÿƂǰʦʯ˜ˏȑŖ_ȑˣȂ*ʼ˟ʧ�ʺʶˠ˝ˌ
ƏƝŇOˍʦĖ�ˌƏƝˌȪïºˇ�óˊȨOʼ˟˙ˌˆ
ʫ˞ʦª.ċĔˍdǡǡŵˊȲåˆʲ˟˙ˌˇʼ˟ʧɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ

 



	 14	 

9 

ɣ

Ɨƈɣ
R@ɣ

ðĩƗƈˌgƘɣ ȑǇƢˌ;�ɣ 1ɣǊɣ

�
�
�
�ɣ

ťBƏƝɣ

Ǫ�ˊɃȨʼ˟dƛȖˊ˃ʬ˅ʦʸ˝ˉ˟útʫ˟ʬˍ
ăǵɁƂˣƈĮˊ�Ǿˊȣ˓˟dƛƏƝŇOˣ�ąʼ˟ʧ
Ė�ˌSƁǪ�£ûˊʯʬ˅ˍʦƏƝ@ȻˣʦʠSƁǪ�
�ƇƏƝ@Ȼɣ ɤɪ̴ɯɥʦʡSƁǪ�ùøƏƝ@Ȼɣ ɤɰɦɱɥʦʢ
SƁǪ�ƏƝ@Ȼɤɲ̴ɪɪɥˌ̬@Ȼˊ�Bʺʦ4ơS�˚ɟ
ºSƁˣùʮ˟Ǫ�ƏƝǋ˚Ǫ�üǐí¥ǋʦ�ˏˊǪH
²ˆɟºˉƏƝǗLˣĒʼ˟ǪH²ƏƝǋɣ ɤʀʍʈʕʑʈʉʎʖʗɣ
ʂʉʎʋʒʗʎʖʗɥˌ�ĘǐÜˣƈíʼʧɣ
ɣ
̧ɪɣ ĿŴɣ ŗ̨̭ĒİeÜQ�ɣ
ƫʦǘșʦ˿̤̌˱șʦĢȷˉˈˌĹŒÐˌɟʬ���ˉ

QeŤˌ@ɍ̥ƪǱˊˍʦ˹̟ˮ˴̠˱̢̖̅ŅˊMʮ˅ʦ
ɻʀɽɶ Ņʦ@�ː˟ʬŅʦ˨˭̤�ö˱̢̖̅Ņʦ=ƶ�ţŅ
ˉˈˌűŤQ�Ƅ@ɍÞŅʱǳļʸˠ˟ʧʸ˝ˊʦʿˠ˝ˌ
f�ˍʦșȼ@ěŅ̧ɹɴɵ ˨˭̤QŅʦɾɴɽɷɼ Ņʦɸʂɼ Ņˉ
ˈ̨ʦĢƒĸ9ɠŅʦʄ ƽvěŅʦÉȼ3Ư@ěŅˉˈˌÉ
ȼŤșˌ@ěŅˣųʬ˅ǮʭʧĖťB�ɝˆˍʦƫɘˣ�
Ëˇʺˀű"ɃȨŤșˌeÜʦ@ɍ̥ƪǱʦf�ˉˈˌ�Ȩ
ˌÞáˣȥʻ˅ʦűŤŇÐŤșˌĒİQ�ƄeÜŅˌ.Æ
ˇƩVˉȂ*�ɝˣǮʭʧɣ
ɣ

̧ɫɣ ƎYɣ š¢̨̭Ǡ¸ǪŮ�ɣ
�ĝƕƵƭʱɃˢ˟ŽØˌ�Ƈˊʫ˟ƕƵȎƧİĬ�

Qʦʯ˜ˏʿˌŁƁǪˌ$ųİ¹ˣǸĉʼ˟ˀ˘ˌ�ɝˣ
ǮʭʧƏƝ¡Ȗˇʼ˟żÒɖ}ˍʦ˅ˤʰˤˉˈˌƕƵżÒ
ʯ˜ˏʭ˃Ž˚ǪŤ)�ˉˈˌƪƕżÒˇʼ˟ʧʶˠ˝ˌż
ÒˌŽØˊɃˢ˟_�"̥˨˭̛̤̠́̉�Qʯ˜ˏŁƁǪ
Ťˌ$ųŜ̥İ¹ˇʺ˅ˌ_�"̥˨˭̛̤̠́̉ȎƧİĬ
ˊ˃ʬ˅űŮ�Ƅ�ɝ˚@�űŤ�Ƅ�ɝˣǮʭʧʶˠˊ
˜˞ʦŭzųʬ˝ˠ˅ʬ˟ŁƁǪˌsɗŜˌǸŀʯ˜ˏăǵ
ǪŤˌɁƂˌ�Ɠˇˉ˟�ɝȁêˌ^Æˣƈíʼʧɣ
ɣ
̧ɬɣ �ģɣ ůƜ̨̭ű"@�Q�ɣ
ʠű";ˌǘșˌ^˞ßʬ̧ç?ʦVɍʦƪǱʦ@ę̌Ņˣ
ǈ Æ ʼ ˟ ʧ ^ ˞ @ ʴ ʦ ˵ ̡ ˻ ̃ ̢ ̦ ̠ ʦ Ǔ Ļ ȷ ˌ
ɺɶɧɾʂɦɻʀɽɶɧɾʂ ˣųʬˀƩ+ˆɟƪºˌ@ěŅˌƑƟ
ˣƈíʼʧʡ˵̡˻̢̦̠̃ˌŹQñŃˌĐƳŲŤˆʫ˟Ǔ
ĻȷʱĢ;_�"ˣ�ʺ˅ʦǡ˝ˌűeÜʦȠȤˊɃˢ˟˿
̤̌˱șˌƂŭˊɃ�ʺ˅ʬ˟ʶˇˊƌƈʺʦǓĻȷˣ;w
Ð̟˯̤̆ˇʼ˟Ģ;_�"̧̮̳̲̩̰̳̲̩[ˏ̱̳̲ˉˈ̨ˌ
ŇÐȂ*Ņ̧̠˹̏˪̞̦˾̡̦̕˿̦˦̂˽˨̨ʯ˜ˏȳ�
�¥7áǯˣǈÆʼ˟ʧƱǖǝ_�" ʃɺʁɮ ˊ˃ʬ˅˙f
ĭˌÞáˊʯʴ˟˦̂˽˨ŅˣǈÆʼ˟ʧʢʶˠ˝ˌ�ĖƄ
Þáˣ˙ˇˊʦ˵̡˻̢̦̠̥̃ǓĻȷǘș�ȒŹ³žˌĈ
ĔȀĂʦŁƁʦčˊˍʦǘș�ȒútǪʦOǙƐQžˌ�
ɄʦŁƁǪˌòưʯ˜ˏKǱˣƈíʼʧɣ
ɣ
̧ɭɣ ÞƮɣ Ɖǵ̨̭SǪȘŐ�ɣ
ɶʓʑʔʘʗʋʕɣ ɴʎʑʋʊɣ ɷʕʘʌɣ ɷʋʖʎʌʒɣ ɤɶɴɷɷɥˌ̦̄˿ˣ�ˊ

ʚʈʕʍʋʈʊ ˣĒʺˀ̞̐˻̗̤Ʌ�Hˌ̄˸˨̤ˇeÜˣǮʭʧ
9fƏƝǋˊ˜˞̞̐˻̗̤˚ƊfÐˌɟʬȶƯ˒ˌɅ�
ŇÐȂ*ˣǮʭʧʿˌȂ*ˣ�ˊĬȧŇÐƊɃˣĬƨʺĲ
ˌɅ�Hˌ̄˸˨̤ˊÃƟ˅ʦȲåÐˌɟʬ̞̐˻̗̤Ʌ�
HɁƂˣƈíʼʧɣ
ɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ
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�
�
�
�ɣ

ťBƏƝɣ

̧ɮɣ ��ɣ PĮ̭́SƁǪŤƁŅ�ɣ
¦6ˌǪŤ�ȒȶƯŇÐˌ�OˊɃʼ˟ƏƝʦǪŤ�

ȒȶƯˊ[˔ʼəpˌÂɓˊɃʼ˟ƏƝʦǪŤ�ȒȶƯ
ˌȳ���|ˣǊÛʺˀSǪpˌȰĳ&ųˊɃʼ˟ƏƝʦ
SǪpÔ�ˌõ(ˊɃʼ˟ƏƝʦSǪpˌȵe�QˊɃ
ʼ˟ƏƝʦ×ĞDÇˊɃʼ˟ƏƝʦǪŤƊ�$ųˣǊÛʺ
ˀã�ǿǻˊɃʼ˟ƏƝʦ�ˏˊSƁ˵̗̜̈˳̦˹̝̤ˊ
Ƀʼ˟ƏƝˣǮʭʧɣ
ɣ

̧ɯɣ ę�ɣ Š�̨̭SƁǪH�ɣ
ĳ³ċˊʯʴ˟dƛ ʂɽɶ̥ɴɵɶ ̞̤̅˻̦̕˿̦ˌƂŭ˚

İǗˊʯʴ˟ȴ�¯ʦÐ¯ʦµɢ¯ˊɃʼ˟ƏƝʦʯ˜ˏd
ƛ̞̤̅˻̦̕˿̦˚ǪŤ�ȒȶƯˌƂŭ˚İǗˊ[˔ʼ
�Ow�ʦťˊ��˚ǎŏˉˈˌűŮƄ�O˚dƛŽØ
ˌÂɓʦʯ˜ˏdƛ̞̤̅˻̦̕˿̦İǗˌDÇˇʦ̞̆̂˲
̟̟̦̄̋˹˻̘̃ƏƝˣi˗ǪŤƁŅˌútˊɃʼ˟Ə
ƝˣǮʭʧɣ
ɣ
̧ɰɣ ğŴɣ Ŭ�̨̭ĒİǪQ�ɣ
ƞƯ˚ȷƯ�Ǘ�ˣĒʼ˟QeŤˍʦűŤŇÐ�şŤ

˚SǪpˊ�ʳǴ˝ˠ˟Ⱥǳˉ̏˥̦̖˵̏ˬ˦ˆʫ˞ʦʶˠ
˝ˌQeŤˌ˜˞Ʃ+ˉeÜŅˌƑƟˍȺǳˆʫ˟ʧȢµʦ
ȱƙȽ©ǹ�ˊ˜˟�ɚoƶeˌŇÐQˇƹʳ@�;˒̃
̢Y�ļĢ\Îˊ˜˟ǲƯŰÀÜ\ÎʱƊĲʬˆ�kʸˠ
˅ʬ˟ʧťB�ɝˇʺ˅ˍʦɟ*ˆ���ˉȱƙȽ©ǹ�ˊ
�ˢ˟��ˆ�*ˉ ķÐŰ�Ȏo|�ďȃǪˣǹ�ˇʺ
˅CųʺȱƙȽ©ǹ�ˇfƢˌƶĜˣȮÜʼ˟ʦʸ˝ˊǹ�
ŧǡˌăˀˉ\ÎÐˣǴ?ʺɟNūƄ\ÎˣɁéʼ˟ˇˇ
˙ˊʦűŤŇÐQeŤˌeÜˊÎųʼ˟ʧƏƝ�ˆǮʭʶˠ
˝ˌ�ɝˣȥʺ˅ʦƏƝˊ¡ʼ˟ǊʮĄʦÿũĨư˚ȎĠʦ
ƏƝǻŶˌƟĥʦ̦̄˿þŮˇǸěĄŅˉˈˣ.Æʺsɗ
ǸŀǗLˣɛʭʧɣ
ɣ
̧ɱɣ «�ɣ ňņ̨̭@�ÉűŤƗ�ɣ
ǜƦ×Ğžˣ½ʲȚʶʼʩŽY�ǜǧʪ˚ʩ˫̢̇̚˻ʪˣ

ƏƝĘāˇʺ˅ßʬʦʶˠ˝ˌŽYƱǧʱŲűʼ˟˿̤̌˱
șÐˌŽYw�ˌ@ńİĬ˚ÜŢQİĬˊ˃ʬ˅ʦűQ
�ƄˊǸěʼ˟ʧʿˠ˝ˌÜĜˣÎųʺʦ×ĞžŁƁˊ¡
ʼ˟ăˀˉäǧÝŸˣįưʼ˟ʧɣ
ɣ

ɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ
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�
�
�
�ɣ

ťBƏƝɣ

̧ɲɣ Ƚ�ɣ r�̨̭SǪȘŐ�ɣ
űŇǈÚŽˌ�ɄƄNĜˣˋ˝ʬʦťˊʿˌ�ˆƫ§Ž

˚;ǟǘǏ|ǎŏˌ�Ʉ̥útNĜˣĒʼ˟Ü@ˣ�şS
ǪpȘŐʰ˝òưʼ˟ʧ�şƯĘˊi˕ˠ˟űŤŇÐQe
Ťˣç?̥@ɍ̥ƪǱʺʦÆ˝ˠˀ�şĒİQeŤˌQ�Ĭ
ȧˣdƛİu˻̓˱̠̦̅̄˿ˣ�ˊǸěʺʦ�ɄǪ˚ŁƁ
Ǫˌ̟̦̆QeŤ˚˹̦̆QeŤˣòưʼ˟ˇ9ˊʦ�ɄS
�ˌƟ�ʰ˝ʩǪəfŐʪˊ˃ʬ˅Ǌ ʼ˟ʧɣ
ɣ
̧ɪɪɣ ėYɣ ýǅ̨̭űŇŰ�̥ġɛ�ɣ
SǪpʦŰ�Q�ŤșʦűŇɃȨQ�Ťșˉˈʦű"Ź

Ťˌű";OØˣ ʎʒɣʙʎʙʓɦɣ ʎʒɣʙʎʗʕʓ �ɝˆ�ǈʼ˟ʧʎʒɣʙʎʙʓ
�ɝˆˍʦ§ƬñŃūˌŎ�ʯ˜ˏ�ȒŤˌİu̧ɻʀɽɶɦɣ
ɺɶɨɾʂɦɣ ɽɶɨɾʂ̨ˣųʬˀ@ɍf�ĄŅˣǈÆʼ˟ʧʎʒɣ
ʙʎʗʕʓ �ɝˆˍʦSǪpˌ�ȒˊɃ�ʼ˟ȶƯˌǸĉʦȶƯ
ȉ¥ʦʂɿʀ ĨưˉˈˣǮʬʦSǪp�ȒˌťÐʦ/�¯ˌ
ǸĉˉˈǠ¸ˆÃƟ˃�ȒOØ�ɝŅˌǈÆˣƈíʼʧɣ
ɣ

̧ɪɫɣ Ś`ɣ Ɔb̨̭űŇŰ�̥ġɛ�ɣ
̍̅ƂʱˤŤş̦ɼɴʁɶ̭ˮ̃˶̨̟̦̯ˇʺ˅ȇ˘˝ˠˀŰ�

ľĞŤșˆʫ˟ʩˮ̗̆˩̘ʪˌƂʱˤİĬʯ˜ˏʱˤÓÐQ
ˊ¡ʼ˟Âɓˣ@�űQ�ƄˊĨǼʼ˟ʧʸ˝ˊʦġɛƯˌ
�˃ˆʫ˟�Ⱦ˚˻̡̅˻EŘˆȉ¥ʸˠʦű"İǗˇ�ó
ˊɃȨʼ˟Ƚ©ƶe˿̤̌˱șʩ̙˿̢́˭̉˨̤ʪˌʱˤÓ
ÐQİĬˊʯʴ˟ÃJˊ˃ʬ˅ȳ��ƂŭȎƧˌɑʰ˝Ĩ
Ǽʼ˟ʧʿˌƶĜ˜˞ʦʩ˻̡̅˻ʪˇʩʱˤʪˌɃ,ˊ˃ʬ˅˙
Ǌ ʼ˟ʧɣ
ɣ
ɤɪɬɣ ȕ`ɣ ǥÁɥ̭SƁSƗ�ɣ
ʠÙÐǚśˌƂžˇŽØˌ�¨̥�Óİ¹ˊ˃ʬ˅ʦ~

ɛƴǂˉ˝ˏˊǚűĨƴǂˣųʬʦ@�űŤ�ƄÞŅˉ˝
ˏˊ5Żƴǂ�ƄÞŅˣ&˂˅Ǹĉʼ˟ʧ˕ˀʦfĭˌÞ
Ņˣųʬ˅ʦăˀˉŁƁǪˌɁƂˉ˝ˏˊʿˌǠ¸ƄNĜ
ˊ˃ʬ˅ˌĨǼ˙Ǯʭʧʡǚ�8Òǋˌ�Åˣ®cʼ˟Ž
Ø̧OǙƐQÐŽ�ʦǚÐɞŹġɛž̨ˊ˃ʬ˅ʦȳ���
|Ǹěʫ˟ʬˍ@�űŤ�ƄÞŅˣųʬˀdƛ�ɝˣǮ˂
˅ĉ˝ʰˊʺ˅ʦűn�Åútˌˀ˘ˌăˀˉŁƁŅɁƂ
̧ɂǨƭ¶Ʊǖ¥7ƁŅˉˈi˘˅̨ˌaǗÐˊ˃ʬ˅Ĩ
Ǽʼ˟ʧɣ
ɣ

̧ɪɭɣ Ħɣ -W̨̭SƁǪH�ɣ
ĳ³ċʯ˜ˏŽØċˊʯʴ˟dƛ ʂɽɶ ̞̤̅˻̦̕˿̦

˚ ɴɵɶ ̞̤̅˻̦̕˿̦ʦ�ˏˊȷQ\Î˚æe\Îˉˈ
ˌǪŤ�ȒȶƯˌƂŭ˚İǗˊʯʴ˟ȴ�¯ʦÐ¯ʦµɢ
¯ƢˊɃʼ˟ƏƝˣǮʭʧˉʯʦŽØˇʺ˅ˍʦǍɋ�̧ťˊ
ǓĻʭ˂ŕ̨ʦśžʦʯ˜ˏdƛʱˤˊ˃ʬ˅ȆƱˉƏƝˣ
Ǯʭ��ˆʫ˟ʧɣ
ɣ

ɤɪɮɣ Ŵ«ɣ G¬ɥ̭SƁǪŤƁŅ�ɣ
ɣ ¦6ˊ&ųʸˠ˟SǪpˌ�ʳˍʦʿˌųŅ̥ųȼʱĕà
ȇˆʫ˞ʦǕ6˚¦6ˊĽųʸˠ˅ʬ˟SǪpˌã�ȼˊ
ɃʺʦĈÏˉĨǼʱÌǳˆʫ˟ʧťBƏƝˌ̦̖̃ˇʺ˅ʦ
ťˊ¦6ǪŤɖ}ˌƏƝˊƌƈʺʦ¦6ˌƂǐˊ�ʭǪŤ
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添付資料２: 教育課程等の概要 
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添付資料３: 履修モデル 
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